
　地域の皆様におかれましては、ご家族お揃いで平成 28年の清々しい新春をお迎えのことと

心よりお慶び申し上げます。さて昨年3月の北陸新幹線開業は、まさに半世紀にわたる私達富

山県民の夢と悲願の実現であり今後も新幹線時代という新たなステージの中で官民が一体とな

って「おもてなしの心」の醸成に努めながら新幹線開業の効果を持続・発展させ、また交流人

口が増えている今こそ、富山空港の利便性を発信し、お互い共存共栄していかなければならな

いと考えています。

　また、これから益々進む少子超高齢化社会の中で若い人たちが安心して子供を産み育てるこ

とのできる環境づくりに加えて、高齢者の皆さんが住み慣れた地域に暮らし続けながら、医療

や介護が必要な時に利用できる施設の整備や仕組みづくりが大変重要になってくると考えてお

り、「総合診療医」の必要性も含めて、去る12月定例会にて当局の見解をただしたところ、来

年度以降に市民病院内に「総合診療科」を開設したい、また旧総曲輪小学校跡地に整備中の

地域包括ケア拠点施設にも「専門医」を配置したいという前向きな答弁をいただいたところです。

今後は、中心市街地だけではなく周辺地域においても普及・発展させることで、すべての市民

の皆さんが豊かさを実感し生きがいや夢や希望のもてる社会の実現に努めていかなければなら

ないと、年初にあたりあらためて強く決意いたしております。

最後に、旧年中のご厚情にあらためて心から感謝申し上げますとともに、本年が皆様にとって

幸多き年となりますようご祈念申し上げ年賀のご挨拶とさせていただきます。

ご あ い さ つ

議員活動は、「議会内」と「議会外」での活動に大きく分けられます。
富山の活性化と住み良い地域づくりの実現のため、議会外でも様々な活動を行っ
ています。
ここではその内容についてお知らせします。

地域活動

コペンハーゲン市の自転車施策について行政視察 子育て家族支援ネウボラ施設を視察（ヘルシンキ）

フィンランド国家教育制度について調査・視察 (ヘルシンキ ) 調布市の観光案内や地域振興について視察
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自主防災組織には①消防職員による救急
救命及びAED講習会、②防災資機材に対す

る補助、③防災訓練に対する補助、④防災士養
成研修に対する補助などの支援を実施。一方で
①リーダーが何をしたらよいかわからない、②
運営の手法がわからない、③若い世代の加入が
少ないといった課題があり、今後、県主催の自
主防災組織リーダー研修会への参加や、自主防
災組織の取組みのモデルケースを毎年発行して
いる自主防災だよりによる情報発信。国・県の
助言や他都市の情報を参考に若い世代の参画を
促すための方策を検討し自主防災組織の活性化
につなげていきたい。

新しい取組みとして、6月末からインター
ネット配信しているオリジナルショートア
ニメ「帰ってきてよぉ富山から」の再生回数

が2万4千回を超え想定を上回る人気となってい
る。9月から第２話を配信。今年度中には第３話
と第４話及びスペシャルバージョンの配信を予
定。さらに、この秋には㈱朝日新聞出版から、
雑誌「AERA」の別冊として初の地方自治体版
となる「富山市byAERA」が発行、富山市に暮
らす人にスポットを当てながら、さまざまな角
度から本市の魅力を伝える雑誌になる。また来
年２月には昨年度に引き続き、ANA国際線機内
誌「WINGSPAN」での英語による本市紹介記
事の掲載に加え、新たに表紙の見開きページへ
の広告の掲出や国内線・国際線機内モニターで
本市のコマーシャル映像を放映する予定。今後
ともシティプロモーションの推進やシビックプ
ライドの醸成に向けて取
り組んでまいりたい。

【一般質問を行いました。】
自主防災組織率の向上・組織の活性化
について問う。

【子ども・子育て支援について】

シティプロモーション事業の取組みに
ついて問う。

富山市議会は年4回定例会を開催しており、全議員には提出された議案や市政
一般に対して質問できる権利が与えられています。ここでは各定例会での内容
についてお知らせします。

相違点としましては、子育て世代包括支
援センターは、母子健康手帳を交付する妊

娠期から個別に継続的に相談支援を行うことと
していますが、子育て支援センターは妊娠期を
対象としていないことが、大きな違いでありま
す。なお、安心して子育てができ、将来を担う
子どもが健やかに成長することを目指すという
目的は共通しております。

今年度本市では、ネウボラに関する研修
や先進地視察などにより、ネウボラについ

て見識を深めるとともに、支援する保健師と母
親の信頼関係や、継続した支援体制が、子育て
家族の安心につながることを学んだところであ
ります。しかしながら、本市では、フィンラン
ドのネウボラのようにかかりつけ保健師が継続
して全ての妊婦、母子、子育て家族に関わるこ
とは、適切な人材や対象者数に応じた人員の確
保の観点からも難しいと考えております。そこ
で現在、本市が目指す「富山市版ネウボラ」の
あり方について検討しているところでありま
す。今後、より身近な場所で妊産婦等を支える
「富山市版ネウボラ」を目指して、
① 子育て世代包括支援センターにおける継続的
な相談支援の強化

② 産婦人科医師等と子育て世代包括支援セン
ターが連携し、支援が必要な妊産婦等を早期
に把握し、早期に支援する体制の構築

③ 地域の子育て支援を担っている保健推進員や
民生委員・児童委員に対する研修を行い、地
域のサポート力の強化

などが必要である
と考えており、安
心して子育てでき
るような環境づく
りに努めてまいり
たいと考えており
ます。

子育て世代包括支援センターと子育て
支援センターとの相違点は何か。

切れ目ない子育て支援（ネウボラ）の
将来に向けた取り組みについてどのよ
うに考えているか。

切れ目ない子育て支援（子育て世代包括支援センター）

平成 27年 9・12月定例会　　一般質問（問答要旨）


